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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第151期

第１四半期累計期間
第152期

第１四半期累計期間
第151期

会計期間
自 平成26年２月１日
至 平成26年４月30日

自 平成27年２月１日
至 平成27年４月30日

自 平成26年２月１日
至 平成27年１月31日

売上高 (千円) 739,982 695,447 2,740,819

経常損失(△) (千円) △20,263 △36,980 △122,949

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) △19,535 572,713 △184,767

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 131,400 131,400 131,400

発行済株式総数 (株) 2,628,000 2,628,000 2,628,000

純資産額 (千円) 2,738,678 3,246,731 2,664,735

総資産額 (千円) 3,836,812 4,398,574 3,776,762

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △7.51 220.21 △71.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 71.4 73.8 70.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。

２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下、消費税等という。)は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、前第１四半期累計期間及び第151期は潜在

株式が存在しないため、また、１株当たり四半期(当期)純損失が計上されているため記載しておりませ

ん。当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出産業を中心に企業業績の回復が見られ、株価も上昇するな

ど、穏やかな回復傾向にあります。

飲食業界におきましては、昨年の消費税増税に伴う個人消費の低迷も一段落したものの、業界内競争の激化や原

材料コストの上昇などにより、同業界を取り巻く環境は、未だ厳しい状況が続いております。

このような状況下、当社は「中期経営計画142」に基づき、更に営業力・人材力の強化に努め、既存店舗の収益

改善に取り組んでおりますが、誠に遺憾ながら、当第１四半期累計期間の売上高は695百万円（前年同期比6.0％

減）となりました。営業損失は39百万円（前年同期は営業損失24百万円）、経常損失は37百万円（前年同期は経常

損失20百万円）、四半期純利益は573百万円（前年同期は四半期純損失20百万円）となりました。今後、早期に改

善策を実施し、赤字脱却を目指し尽力して参る所存であります。

また、セグメント別の業績につきましては、下記のとおりであります。

(飲食業)

飲食業におきましては、上記の理由により、当第１四半期累計期間のレストラン部門の売上高は354百万円(前年

同期比8.9％減)、宴会他部門の売上高は330百万円(前年同期比2.9％減)、飲食業全体の売上高は684百万円(前年同

期比6.1％減)、営業損失44百万円(前年同期は営業損失29百万円)となりました。

(賃貸業)

賃貸業におきましては、安定的な賃貸収入の確保に努めております。この結果、当第１四半期累計期間の売上高

は11百万円(前年同期比0.1％増)、営業利益５百万円(前年同期比0.6％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第１四半期会計期間末における総資産は前事業年度末と比べ622百万円増加し4,399百万円となりました。流動

資産は714百万円増加の2,068百万円、固定資産は93百万円減少の2,331百万円となりました。

流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が751百万円増加したことによるものです。

固定資産の減少の主な要因は、有形固定資産が16百万円減少と、投資有価証券が64百万円減少したことによるも

のです。

(負債)

当第１四半期会計期間末の負債合計は前事業年度末と比べ40百万円増加し、1,152百万円となりました。流動負

債は48百万円増加の386百万円、固定負債は８百万円減少の765百万円となりました。

流動負債の増加の主な要因は、未払法人税等が50百万円増加と、７月支給分に対応する賞与引当金が34百万円増

加した一方で、未払金が37百万円減少したとによるものです。

固定負債の減少の主な要因は、繰延税金負債が16百万円減少したことによるものです。

(純資産)

当第１四半期会計期間末の純資産は前事業年度末と比べ582百万円増加し3,247百万円となりました。この増加の

主な要因は、当四半期純利益の計上等で利益剰余金が565百万円の増加と、その他有価証券評価差額金が17百万円

増加したことによるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年６月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,628,000 2,628,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード）

単元株式数
100株

計 2,628,000 2,628,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月30日 ― 2,628 ― 131,400 ― 4,330
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社精養軒(E04763)

四半期報告書

 5/15



 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年１月31日)に基づく記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

 

(自己保有株式)
普通株式 27,200

 

 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,596,100
25,961 同上

単元未満株式
 

普通株式 4,700
 

 

― 同上

発行済株式総数 2,628,000 ― ―

総株主の議決権 ― 25,961 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式６株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社精養軒

東京都台東区上野公園
４番58号

27,200 ─ 27,200 1.04

計 ― 27,200 ─ 27,200 1.04
 

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年２月１日から平成27年４

月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年２月１日から平成27年４月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有

限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年１月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,163,348 1,914,822

  売掛金 111,575 76,271

  たな卸資産 42,234 43,469

  その他 37,324 34,014

  貸倒引当金 △1,100 △800

  流動資産合計 1,353,380 2,067,776

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 648,879 632,883

   土地 603,189 603,189

   その他（純額） 90,152 90,472

   有形固定資産合計 1,342,220 1,326,544

  無形固定資産 7,436 7,102

  投資その他の資産   

   投資有価証券 997,332 933,631

   その他 76,395 63,522

   投資その他の資産合計 1,073,726 997,152

  固定資産合計 2,423,382 2,330,798

 資産合計 3,776,762 4,398,574

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 54,457 67,551

  未払金 124,383 87,124

  未払費用 52,476 58,322

  未払法人税等 1,638 51,478

  賞与引当金 31,000 65,000

  資産除去債務 3,081 -

  その他 71,626 57,017

  流動負債合計 338,662 386,491

 固定負債   

  退職給付引当金 496,305 498,597

  役員退職慰労引当金 106,924 111,641

  繰延税金負債 151,965 135,638

  その他 18,173 19,476

  固定負債合計 773,366 765,352

 負債合計 1,112,028 1,151,843
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年１月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年４月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 131,400 131,400

  資本剰余金 4,330 4,330

  利益剰余金 2,253,714 2,818,625

  自己株式 △20,508 △20,508

  株主資本合計 2,368,936 2,933,847

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 295,798 312,884

  評価・換算差額等合計 295,798 312,884

 純資産合計 2,664,735 3,246,731

負債純資産合計 3,776,762 4,398,574
 

 

 

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社精養軒(E04763)

四半期報告書

 9/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年４月30日)

売上高 739,982 695,447

売上原価 317,958 296,028

売上総利益 422,024 399,418

販売費及び一般管理費 445,618 438,351

営業損失（△） △23,594 △38,933

営業外収益   

 受取利息 1,266 145

 雑収入 2,065 1,808

 営業外収益合計 3,331 1,952

経常損失（△） △20,263 △36,980

特別利益   

 固定資産売却益 2,513 -

 投資有価証券売却益 - 658,593

 特別利益合計 2,513 658,593

特別損失   

 固定資産除却損 1,336 -

 特別損失合計 1,336 -

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △19,085 621,613

法人税、住民税及び事業税 450 48,900

法人税等合計 450 48,900

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,535 572,713
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

  
前第１四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年４月30日)

減価償却費  24,953千円 22,374千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成26年２月１日 至 平成26年４月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月25日
定時株主総会

普通株式 7,802 3 平成26年１月31日 平成26年４月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成27年２月１日 至 平成27年４月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月28日
定時株主総会

普通株式 7,802 3 平成27年１月31日 平成27年４月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年２月１日 至 平成26年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

合計

飲食業 賃貸業

売上高    

  外部顧客への売上高 728,546 11,436 739,982

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 728,546 11,436 739,982

セグメント利益又は損失（△） △28,848 5,254 △23,594
 

　(注)セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年２月１日 至 平成27年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 
報告セグメント

合計

飲食業 賃貸業

売上高    

  外部顧客への売上高 684,004 11,443 695,447

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 684,004 11,443 695,447

セグメント利益又は損失（△） △44,219 5,286 △38,933
 

　(注)セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

　△7円51銭 　220円21銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △19,535 572,713

 普通株主に帰属しない金額(千円)
 
―

―

 普通株式に係る四半期純利益金額又は
 四半期純損失金額(△)(千円)

△19,535 572,713

 普通株式の期中平均株式数(株) 2,600,809 2,600,794
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、

また、１株当たり四半期純損失が計上されているため記載しておりません。当第１四半期累計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年６月12日

株式会社精養軒

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   福   田   　   厚   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
 
公認会計士   成　　島   　　　徹   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社精養軒

の平成27年２月１日から平成28年１月31日までの第152期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年２月１日から平成27

年４月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年２月１日から平成27年４月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社精養軒の平成27年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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